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【
校
勘
①
】
（
『
太
平
經
』
卷
之
五
十
五
「
力
行
慱
學
訣
」
第
八
十
二
・
「
知
盛
衰
還
年
壽
法
」
第
八
十

三
を
用
い
た
） 

△
「
常
苦
不
熟
、
熟
者
悉
目
知
之
、
不
善
思
其
志
竟
」、『
太
平
經
』
作
「
常
苦
其
不
熟
、
熟
者
悉
自
知

之
、
不
善
思
其
至
意
」
。 

〇
「
得
而
不
力
行
、
與
不
得
何
異
」
、
『
太
平
經
』
作
「
得
而
不
力
行
、
與
不
得
何
異
也
」
。 

〇
「
渴
可
救
乎
」
、
『
太
平
經
』
作
「
渴
猶
不
可
救
」
。 

〇
「
此
非
愁
他
人
」
、
『
太
平
經
』
作
「
此
者
非
能
愁
他
人
也
」
。 

〇
「
猶
樂
象
天
、
轉
運
而
不
止
、
百
川
流
聚
、
乃
成
江
海
、『
太
平
經
』
作
「
猶
樂
欲
象
天
、
轉
運
而
不

止
、
百
川
流
聚
、
廼
成
江
海
」
。 

△
「
天
之
受
事
、
各
有
法
律
。
令
有
可
屬
、
道
有
可
爲
」、『
太
平
經
』
作
「
天
之
授
事
、
各
有
法
律
。

命
有
可
屬
、
道
有
可
爲
」
。 

〇
「
雖
使
預
見
、
未
可
保
也
」
、
『
太
平
經
』
作
「
雖
事
豫
見
、
未
可
得
保
也
」
。 

〇
「
預
開
其
路
」
、
『
太
平
經
』
作
「
豫
開
其
路
。
」
。 

〇
「
未
嘗
隨
其
後
」
、
『
太
平
經
』
作
「
未
常
隨
其
後
也
」
。 

 

【
原
文
①
】 

（
『
太
平
經
』
卷
之
五
十
五
「
力
行
慱
學
訣
」
第
八
十
二
に
当
た
る
部
分
） 

得
書
讀
之
、
常
苦
不
熟
。
熟
者
悉
目
知
之
。
不
善
思
其
志
竟
、
不
精
讀
之
、
雖
得
吾
書
、
亦
無
益
也
。

得
而
不
力
行
、
與
不
得
何
異
。
見
食
不
食
、
與
無
五
穀
何
異
。
見
漿
不
飲
、
渴
可
救
乎
。
此
非
愁
他
人
、

還
自
害
、
可
不
詳
哉
。
故
聖
人
力
思
、
君
子
力
學
、
晝
夜
不
息
也
、
猶
樂
象
天
轉
運
而
不
止
、
百
川
流

聚
乃
成
江
海
。
子
慎
吾
言
。 

（
『
太
平
經
』
卷
之
五
十
五
「
知
盛
衰
還
年
壽
法
」
第
八
十
三
に
当
た
る
部
分
） 

天
之
受
事
、
各
有
法
律
。
令
有
可
屬
、
道
有
可
爲
、
出
或
先
或
後
、
其
漸
預
見
。
比
若
萬
物
始
、
萌
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於
子
、
生
於
卯
、
垂
枝
於
午
、
成
於
酉
、
終
於
亥
。
雖
使
預
見
、
未
可
保
也
。
事
各
有
可
爲
、
至
光
景

先
見
、
其
事
未
對
、
預
開
其
路
。
天
之
垂
象
也
、
常
居
前
、
未
嘗
隨
其
後
。 

 

【
書
き
下
し
文
①
】 

書
を
得
て
之
を
讀
み
、
常
に
熟
せ
ざ
る
を
苦
し
め
よ
。
熟
す
る
者
は
悉
く
目
し
之
を
知
る
。
其
の
志

竟
を
善
思
せ
ず
、
精
な
ら
ず
に
し
て
之
を
讀
め
ば
、
吾
が
書
を
得
と
雖
も
、
亦
た
益
無
き
な
り
。
得
て

も
行
い
に
力
め
ざ
れ
ば
、
得
ざ
る
と
與
に
何
ん
ぞ
異
な
ら
ん
や
。
食
を
見
て
も
食
べ
ざ
れ
ば
、
五
穀
無

き
と
與
に
何
ん
ぞ
異
な
ら
ん
や
。
漿
を
見
て
も
飲
ま
ざ
れ
ば
、
渴
き
救
う
可
け
ん
や
。
此
れ
他
人
を
愁

う
る
に
非
ず
、
還
っ
て
自
ら
害
す
る
こ
と
、
不
詳
な
り
と
す
可
け
ん
や
。
故
に
聖
人
力
め
て
思
い
、
君

子
力
め
て
學
ぶ
こ
と
、
晝
夜
息
ま
ざ
る
や
、
猶
お
天
の
轉
運
し
て
止
ま
ら
ず
、
百
川
流
れ
聚
ま
り
て
乃

ち
江
海
を
成
す
を
象
る
を
樂
む
が
ご
と
し
。
子 

吾
が
言
に
慎
め
よ
。 

 

天
の
事
を
受
く
る
や
、
各
お
の
法
律
有
り
。
令
に
屬
す
可
く
有
り
、
道
に
爲
す
可
く
有
り
、
出
づ
る

こ
と
或
い
は
先
ん
じ
或
い
は
後
れ
る
も
、
其
の
漸
預
め
見
わ
る
。
比
え
ば
萬
物
始
ま
り
て
、
子
に
萌
し
、

卯
に
生
じ
、
午
に
枝
を
垂
れ
、
酉
に
成
し
、
亥
に
終
る
が
若
し
。
預
め
見
わ
る
る
を
使
う
と
雖
も
、
未

だ
保
つ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
事
に
各
お
の
爲
す
可
き
有
り
、
光
景 

先
に
見
る
る
に
に
至
り
て
、
其
の

事
未
だ
對
せ
ず
、
預
め
し
て
其
の
路
を
開
く
。
天
の
象
を
垂
れ
る
や
、
常
に
前
に
居
り
、
未
だ
嘗
て
其

の
後
を
隨
わ
ず
。 

 

【
現
代
日
本
語
訳
①
】 

こ
の
書
を
手
に
入
れ
て
讀
み
、
い
つ
も
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
悩
み
な
さ
い
。（
こ
の
書
に
）

精
通
す
る
人
は
す
べ
て
に
渡
っ
て
見
て
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
志
の
問
い
詰
め
を
よ
く
考
え
ず
、

不
誠
実
に
讀
む
な
ら
ば
、
私
の
本
を
手
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
無
駄
で
あ
る
。
持
っ
て
い
て
も
そ
の
実

践
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
、
持
っ
て
い
な
い
こ
と
と
何
が
違
う
だ
ろ
う
。
食
べ
物
を
見
て
も
そ
れ
を
食
べ

な
け
れ
ば
、
食
べ
物
が
な
い
状
態
と
何
か
違
う
だ
ろ
う
。
飲
み
物
を
見
て
も
そ
れ
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、

渇
き
が
消
え
る
わ
け
が
な
い
。
こ
れ
は
他
人
を
愁
う
こ
と
で
も
な
く
、
反
っ
て
自
分
を
害
す
る
こ
と
で

あ
り
、
不
吉
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
の
で
聖
人
が
尽
力
し
て
考
え
、
君
子
が
尽
力

し
て
學
ぶ
こ
と
が
昼
も
夜
も
止
ま
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
天
が
循
環
運
行
し
て
止
ま
ら
な
い
こ
と
、
多

く
の
川
が
流
れ
集
ま
っ
て
そ
こ
で
は
じ
め
て
広
い
江
海
に
な
る
こ
と
を
な
ら
お
う
と
す
る
こ
と
の
よ
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う
な
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
は
私
の
言
葉
を
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

天
が
仕
事
を
授
け
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
標
准
に
な
る
法
度
が
あ
る
。
命
令
に
は
帰
属
す
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
り
、
道
に
は
は
た
ら
き
を
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
現
れ
る
こ
と
が
先
ん
じ
た
り
遅
れ
た
り

し
て
も
そ
の
き
ざ
し
は
あ
ら
か
じ
め
現
れ
る
。
例
え
ば
（
植
物
の
よ
う
に
）
萬
物
が
（
そ
の
存
在
を
）

始
ま
っ
て
、
子
（
北
、
冬
至
、1

1

月
）
に
芽
を
し
て
萌
え
、
卯
（
東
、
春
分
、2

月
）
に
生
育
し
、
午

（
南
、
夏
至
、5

月
）
に
枝
を
垂
れ
て
大
き
く
な
り
、
酉
（
西
、
秋
分
、8

月
）
に
成
熟
し
、
亥
（
西

北
、
立
冬
、10

月
）
に
枯
れ
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。（
兆
し
の
）
預
見
を
は
た
ら
か
せ
た
と
し
て
も
、

ま
だ
長
く
持
ち
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
兆
候
が
先
に

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
物
事
自
体
は
ま
だ
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
前
も
っ
て
経
路
を
開
い

た
だ
け
で
あ
る
。
天
が
（
雨
や
星
な
ど
の
天
）
象
を
降
す
こ
と
は
、
い
つ
も
（
物
事
の
）
前
に
あ
り
、

そ
の
後
を
つ
い
て
行
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
。 

 

【
注
釈
①
】 

○
善
思 

『
荀
子
』
成
相 

臣
謹
脩
、
君
制
變
、
公
察
善
思
論
不
亂
。 

 

○
不
精 

『
管
子
』
心
術
下 

形
不
正
者
德
不
來
、
中
不
精
者
心
不
治
。
（
注
、
精
、
誠
至
之
謂
也
。
） 

『
淮
南
子
』 

此
身
強
而
成
功
者
也
。
是
故
田
者
不
強
、
囷
倉
不
盈
。
官
御
不
厲
、
心
意
不
精
。 

 

○
無
益 

『
論
語
』
衛
靈
公 

 

子
曰
、
吾
嘗
終
日
不
食
、
終
夜
不
寢
、
以
思
、
無
益
、
不
如
學
也
。 

 

○
力
行 
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『
禮
記
』
中
庸 

好
學
近
乎
知
、
力
行
近
乎
仁
、
知
恥
近
乎
勇
。 

 

○
不
詳 

『
易
』
大
壯
卦 

（
上
六
）
象
曰
、「
不
能
退
、
不
能
遂
」、
不
詳
也
（
参
考
：
孔
疏
、
正
義
曰
、「
不
詳
也
」
者
、
祥
者
、

善
也
。
）
。 

 

○
聖
人
力
思
、
君
子
力
學
、
晝
夜
不
息
也 

『
論
語
』
為
政 

子
曰
、
學
而
不
思
則
罔
、
思
而
不
學
則
殆
。 

『
易
』
乾
卦‧

象
傳 

象
曰
、
天
行
健
、
君
子
以
自
強
不
息
。 

 

○
天
轉
運
而
不
止 

『
詩
』
大
雅‧

雲
漢 

倬
彼
雲
漢
、
昭
回
于
天
（
（
鄭
玄
）
箋
云
、…

精
光
轉
運
於
天
、
時
旱
渴
雨
、
故
宣
王
夜
仰
視
天
河
、
望

其
候
焉
。
） 

 

○
百
川
流
聚
、
乃
成
江
海 

『
荀
子
』
勸
學 

積
土
成
山
、
風
雨
興
焉
。
積
水
成
淵
、
蛟
龍
生
焉
。
積
善
成
德
、
而
神
明
自
得
、
聖
心
備
焉
。
故
不
積

蹞
步
、
無
以
致
千
里
。
不
積
小
流
、
無
以
成
江
海
。 

 

○
子
慎
吾
言 

『
太
平
經
』
卷
之
一
百
一
十
七
「
天
咎
四
人
辱
道
誡
」
第
二
百
八
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
一
百
十
七
庚

部
之
十
五
） 

子
慎
吾
言
。
吾
言
正
天
之
兵
、
不
可
詆
冒
。…

吾
親
以
天
上
行
、
而
下
知
其
□
□
、
萬
不
失
一
也
。 
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○
天
之
受
事
、
各
有
法
律
。
令
有
可
屬 

『
荘
子
』
雑
篇
・
徐
無
鬼 

招
世
之
士
興
朝
、
中
民
之
士
榮
官
、
筋
力
之
士
矜
難
、
勇
敢
之
士
奮
患
、
兵
革
之
士
樂
戰
、
枯
槁
之
士

宿
名
、
法
律
之
士
廣
治
、
禮
教
之
士
敬
容
、
仁
義
之
士
貴
際
。 

『
管
子
』
七
臣
七
主 

夫
法
者
、
所
以
興
功
懼
暴
也
。
律
者
、
所
以
定
分
止
爭
也
。
令
者
、
所
以
令
人
知
事
也
。
法
律
政
令
者
、

吏
民
規
矩
繩
墨
也
。 

『
太
平
經
』
卷
之
三
十
六
「
事
死
不
得
過
生
法
」
第
四
十
六
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
三
十
六
丙
部
之
二
） 

人
生
、
象
天
屬
天
也
。
人
死
、
象
地
屬
地
也
。…
人
生
象
天
屬
天
、
人
卒
象
地
屬
地
。 

 

〇
其
漸
預
見 

『
周
易
』
序
卦
傳 

物
不
可
以
終
動
、
止
之
、
故
受
之
以
艮
。
艮
者
止
也
。
物
不
可
以
終
止
、
故
受
之
以
漸
。
漸
者
進
也
。 

『
史
記
』
龜
策
列
傳
第
六
十
八 

會
上
欲
擊
匈
奴
、
西
攘
大
宛
、
南
收
百
越
、
卜
筮
至
預
見
表
象
、
先
圖
其
利
。 

『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
下 

明
者
遠
見
於
未
萌
。 

 

○
萬
物
始
、
萌
於
子
、
生
於
卯
、
垂
枝
於
午
、
成
於
酉
、
終
於
亥 

『
太
平
經
』
卷
三
十
九
「
解
師
策
書
訣
」
第
五
十
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
三
十
九
丙
部
之
五6

4

） 

萬
物
始
萌
、
直
布
根
以
本
足
生
也
、
行
此
道
、
其
法
迺
更
本
元
氣
、
得
天
地
心
、
第
一
最
善
、
故
稱
上
皇
之

道
也
。 

『
太
平
經
』
卷
之
四
十
「
分
解
本
末
法
」
第
五
十
三
（『
太
平
經
合
校
』
卷
四
十
丙
部
之
六
） 

萬
物
始
萌
於
北
、
元
氣
起
於
子
、
轉
而
東
北
、
布
根
於
角
、
轉
在
東
方
、
生
出
達
、
轉
在
東
南
、
而
悉

生
枝
葉
、
轉
在
南
方
而
茂
盛
、
轉
在
西
南
而
向
盛
、
轉
在
西
方
而
成
熟
、
轉
在
西
北
而
終
。 

 

○
先
見 

『
易
』
繫
辭
下
傳 

幾
者
、
動
之
微
、
吉
之
先
見
者
也
。 
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○
天
之
垂
象
也 

『
易
』
繫
辭
上
傳 

是
故
天
生
神
物
、
聖
人
則
之
。
天
地
變
化
、
聖
人
效
之
。
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
。
河
出
圖
、

洛
出
書
、
聖
人
則
之
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

【
校
勘
②
】 

●
「
不
可
不
通
」
、
『
太
平
經
』
作
「
不
開
不
通
」。
『
太
平
經
』
に
し
た
が
う
。 

〇
「
是
以
爲
明
證
道
審
而
言
、
萬
不
失
一
」、『
太
平
經
』
作
「
以
是
爲
明
證
道
審
而
言
萬
不
失
一
也
」。 

〇
「
則
可
除
疾
」
、
『
太
平
經
』
作
「
則
可
以
除
疾
」
。 

〇
「
災
異
自
消
」
、
『
太
平
經
』
作
「
灾
異
自
消
」。 

〇
「
萬
物
各
有
可
爲
設
張
」
、
『
太
平
經
』
作
「
萬
物
之
生
各
有
可
爲
設
張
」
。 

△
「
非
其
友
」
、
『
太
平
經
』
作
「
非
其
有
」
。 

〇
「
言
不
良
」
、
『
太
平
經
』
作
「
言
種
不
良
」
。 

 

【
原
文
②
】 

（
『
太
平
經
』
卷
之
五
十
五
「
知
盛
衰
還
年
壽
法
」
第
八
十
三
に
当
た
る
部
分
） 

得
其
人
而
開
通
、
得
見
祐
助
者
是
也
。
不
〈
可
〉〔
開
〕
不
通
、
行
之
無
成
功
、
即
非
其
人
也
。
是
以

爲
明
證
、
道
審
而
言
、
萬
不
失
一
。
但
是
其
人
、
明
爲
其
開
、
非
其
人
則
閉
。
審
得
其
人
、
則
可
除
疾
、

災
異
自
消
、
夷
狄
自
降
、
不
須
兵
革
、
皆
自
消
亡
。 

萬
物
各
有
可
爲
、
設
張
得
其
人
自
行
、
非
其
人
自
藏
。
凡
事
不
得
其
人
、
不
可
強
行
。
非
其
友
、
不

可
強
取
。
非
其
土
地
、
不
可
強
種
、
種
之
不
生
。
言
不
良
、
内
不
得
其
處
、
安
能
久
長
。
六
極
八
方
、

各
有
所
宜
、
其
物
皆
見
、
事
事
不
同
。
大
人
得
之
以
平
國
、
中
士
得
之
爲
良
臣
、
小
人
得
之
以
脫
身
。 

 

【
書
き
下
し
文
②
】 

其
の
人
を
得
て
開
通
し
、
祐
助
せ
ら
る
る
を
得
る
者
は
是
れ
な
り
。
開
せ
ず
通
じ
ず
、
之
を
行
う
も

成
功
無
く
は
、
即
ち
其
の
人
に
非
ざ
る
な
り
。
是
こ
を
以
て
明
證
を
爲
し
、
道 

審
ら
か
に
し
て
言
え

ば
、
萬
に
一
も
失
わ
ず
。
但
是
（
お
よ
そ
）
其
の
人
は
、
明
ら
か
に
其
の
開
く
る
を
爲
し
、
其
の
人
に
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非
ざ
れ
ば
則
ち
閉
じ
る
。
審
（
ま
こ
と
）
に
其
の
人
を
得
れ
ば
、
則
ち
疾
を
除
く
可
く
、
災
異
は
自
ず

か
ら
消
え
、
夷
狄
は
自
ず
か
ら
降
り
、
兵
革
を
須
（
も
ち
）
い
ず
、
皆
自
ず
か
ら
消
亡
す
。 

萬
物
各
お
の
爲
す
可
く
有
り
、
設
張
す
る
に
其
の
人
を
得
れ
ば
自
ず
か
ら
行
い
、
其
の
人
に
非
ら
ざ

れ
ば
自
ず
か
ら
藏
る
。
凡
そ
事
に
其
の
人
を
得
ざ
れ
ば
、
強
い
て
行
う
可
か
ら
ず
。
其
の
友
に
非
ら
ざ

れ
ば
、
強
い
て
取
る
可
か
ら
ず
。
其
の
土
地
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
強
い
て
種
う
可
か
ら
ず
、
之
を
種
え
て

も
生
じ
ず
。
言
は
良
か
ず
に
し
て
、
内
に
其
の
處
を
得
ず
、
安
ん
ぞ
能
く
久
長
な
ら
ん
や
。
六
極
八
方
、

各
お
の
宜
し
き
所
有
り
、
其
の
物
皆
見
れ
、
事
事
は
同
じ
か
ら
ず
。
大
人
は
之
を
得
て
以
て
國
を
平
ぎ
、

中
士
は
之
を
得
て
良
臣
と
爲
り
、
小
人
は
之
を
得
て
以
て
脫
身
す
。 

 

【
現
代
日
本
語
訳
②
】 

そ
の
人
を
得
て
（
道
が
）
開
き
（
心
が
）
通
じ
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
こ

れ
で
あ
る
。
（
道
も
）
開
か
れ
ず
（
心
も
）
通
じ
ず
、
実
践
し
て
も
成
功
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
人
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
明
ら
か
に
証
拠
を
出
し
、
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
え
ば
、
一
つ
の

間
違
い
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
そ
の
人
は
明
ら
か
に
（
道
を
）
開
く
が
、
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
（
道
は
）

閉
じ
ら
れ
る
。
確
実
に
そ
の
人
を
得
れ
ば
、
疾
病
は
な
く
な
る
こ
と
が
で
き
、
災
異
は
自
然
に
消
え
、

夷
狄
は
自
然
に
降
伏
し
、
武
器
を
使
わ
ず
に
す
べ
て
自
分
か
ら
亡
び
る
。 

萬
物
は
そ
れ
ぞ
れ
は
た
ら
き
を
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
設
け
る
こ
と
は
そ
の
人
が
い
れ
ば
自
然
に

行
わ
れ
、
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
自
然
に
隠
れ
る
。
す
べ
て
の
物
事
に
そ
の
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
無
理
や
り
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
友
で
な
け
れ
ば
、
無
理
や
り
に
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
無
理
や
り
に
植
え
て
は
な
ら
ず
、
植
え
て
も
生
え
な
い
。
意
味
は
、
良
く
な
い

も
の
は
（
植
え
て
も
）
、
そ
の
内
室
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
な
い
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
長
く
続
く
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
極
八
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
適
切
さ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
物
が
す

べ
て
現
れ
て
も
、
物
事
は
同
じ
で
は
な
い
。
大
人
は
こ
れ
を
得
て
國
を
平
安
に
治
め
、
中
士
は
こ
れ
を

得
て
良
き
臣
下
に
な
り
、
小
人
は
こ
れ
を
得
て
お
か
れ
た
状
況
か
ら
抜
け
出
す
。 

 

【
注
釈
②
】 

〇
得
其
人
而
開
通
、
得
見
祐
助
者
是
也
。
不
可
不
通
、
行
之
無
成
功
、
即
非
其
人
也
。 

『
太
平
經
』
卷
三
十
九
「
解
師
策
書
訣
」
第
五
十
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
三
十
九
丙
部
之
五
） 

夫
物
將
盛
者
、
必
當
開
通
其
門
戶
也
。
真
人
到
期
月
滿
、
出
此
書
宜
投
之
開
明
之
地
。
開
者
、
闢
也
、

通
也
、
達
也
、
開
其
南
、
更
調
暢
陽
氣
、
消
去
其
承
負
之
厄
會
也
。 
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『
太
平
經
』
卷
之
一
百
一
十
九
「
道
祐
三
人
訣
」
第
二
百
一
十
三
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
一
百
十
九
庚

部
之
十
七
） 

夫
道
與
人
、
比
若
風
雨
、
爲
者
則
善
、
不
爲
則
已
。
好
爲
者
、
則
其
人
也
。
不
好
爲
者
、
即
非
其
人
也
。

爲
者
不
用
力
、
易
開
通
者
、
即
是
其
人
也
。
不
開
不
通
、
終
日
無
成
功
、
即
非
其
人
也
。 

『
太
平
經
鈔
』
庚
部
卷
之
七 

夫
道
與
人
、
比
若
風
雨
、
為
者
則
善
、
不
為
者
則
已
。
為
好
者
、
則
其
人
也
、
不
為
好
即
非
其
人
也
。

為
者
不
用
力
、
易
開
通
者
、
即
是
其
人
也
。
不
開
通
、
終
日
無
成
功
、
即
非
其
人
也
。 

 

〇
萬
不
失
一
（
ミ
ス
が
全
く
な
い
） 

『
韓
非
子
』
解
老 

脩
身
者
以
此
別
君
子
小
人
、
治
鄉
治
邦
蒞
天
下
者
各
以
此
科
適
觀
息
耗
則
萬
不
失
一
。 

『
史
記
』
淮
陰
侯
列
傳 

貴
賤
在
於
骨
法
、
憂
喜
在
於
容
色
、
成
敗
在
於
決
斷
、
以
此
參
之
、
萬
不
失
一
。 

※
「
萬
不
失
一
」
、
『
太
平
經
』
に3

1

件
の
用
例
あ
り
。 

 

〇
萬
物 

「
易
」
乾
卦
・
彖
傳 

彖
曰
、
大
哉
乾
元
。
萬
物
資
始
、
乃
統
天
。
雲
行
雨
施
、
品
物
流
形
。 

 

〇
安
能
久
長 

『
老
子
』
第7

章 

天
長
地
久
。
天
地
所
以
能
長
且
久
者
、
以
其
不
自
生
、
故
能
長
生
。
是
以
聖
人
後
其
身
而
身
先
、
外
其

身
而
身
存
。
非
以
其
無
私
邪
。
故
能
成
其
私
。 

『
莊
子
』
雑
篇
・
盜
跖 

今
丘
告
我
以
大
城
衆
民
、
是
欲
規
我
以
利
、
而
恒
民
畜
我
也
、
安
可
久
長
也
。 

 

〇
各
有
所
宜 

『
太
平
經
』
卷
之
五
十
四
「
使
能
無
爭
訟
法
」
第
八
十
一
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
五
十
四
丁
部
之
三
） 

萬
物
各
自
有
宜
。
當
任
其
所
長
、
所
能
爲
、
所
不
能
爲
者
、
而
不
可
強
也
。 

『
太
平
經
』
卷
之
一
百
一
十
四
「
病
歸
天
有
費
訣
」
第
二
百
一
（
『
太
平
經
合
校
』
卷
一
百
十
四
庚
部
之
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十
二
） 

惟
人
居
世
之
間
、
各
有
所
宜
、
各
有
所
成
。 

 

〇
脫
身 

『
史
記
』
卷
七
項
羽
本
紀
第
七 

沛
公
則
置
車
騎
、
脫
身
獨
騎
、
與
樊
噲
・
夏
侯
嬰
・
靳
彊
・
紀
信
等
四
人
持
劍
盾
步
走
、
從
酈
山
下
、

道
芷
陽
閒
行
。 

 


